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平 成29年 度 事 業 報 告

総 括

社会福祉法人の制度改革に伴い、平成29年4月1日 か ら改正社会福祉法(以 下、「改正法」

とい う。)が 全面施行 されま した。

制度改正の概要は、①経営組織のガバナ ンスの強化、②事業運営の透明性の向上、③財務規

律の強化、④地域にお ける公益的な取組 を実施す る責務な ど公益性 ・非営利性 を確保す る観点

か ら制度の見直 しが行われ、国民に対す る説明責任 を果た し、地域社会 に貢献する法人の在 り

方が求 められています。

この改正により経営組織については、評議員会は法人の議決機 関、理事会 ・理事長 は業務執

行機 関、監事は監査機能をそれぞれが、その役割 を果たす ことで牽制機能を果たす組織 とな り

ま した。

評議員及び理事については、それぞれ任期 を残 して短縮 され、評議員 は平成29年4月1日

から平成33年6.月 までの4年 間 とされ、中立性 を確保す るため評議員選任 ・解任委員会を設

置 し10名 の評議員(再 任5人 、新任5人)が 選任 されま した。また理事及び監事 については、

6月 の評議員会で6名 の理事及び監事2名 を選任 し、任期 は平成31年6月 までの2年 間 とな

りま した。

事業の透明性では、定款や計算書類等は何人でも閲覧の請求ができることか ら、閲覧用 とし

て窓 口に備 え置 きしま した。また、平成29年4月1日 か ら法人のホームペー ジを一新 し、こ

れまで公 開 してきた事業報告や決算書類のほか、定款、役員等の報酬の支給基準及び役員 の区

分 ごとの報酬などもインターネ ッ トで公表 しま した。

財務規律 の強化については、役員等 の報酬基準の作成 と公表、役員等 関係者への特別利益供

与の禁止、福祉サー ビスに再投下可能な財産(社 会福祉充実残額)を 明確化、再投下可能な財

産がある社会福祉法人に対 して、社会福祉充実計画の作成が義務付け られ ま した。

当法人の平成28年 度決算 を基 に社会福祉 充実残額を試算 した結果、活用可能 な財産か ら事

業用不動産や運転資金な ど事業継続に必要 な財産を差 し引いた額がマイナスになったため、社

会福祉充実計画は作成 しませんで した。

利用者 の支援 については、生活介護支援事業で生産活動7;機 能訓練2:創 作活動1の 活動

割合 を見直 し、平成29年 度か ら生産活動 の割合 を減 らし、個々の状態 に応 じより細かくグル

ープ化 した支援 に切 り替 え、機能訓練を週1回 か ら2回 へ増や し支援内容の充実を図 りま した。

一方
、就労継続支援B型 事業については、外作業や立ち仕事 中心の生産活動が主である就労

継続支援B型 事業は、昨年度 から課題 とされていた利用者の加齢に伴 う作業能力の低下や体調

を壊 した利用者への新たな支援 メニュー として、心身 に無理のない室内作業部門を平成30年

1月 か ら試行 しま した。なお、室内作業 として2社 の作業 を受注 しま した。また、椎茸栽培に

ついては、将来のハ ウス移転にあわせ て、現在 の栽培方法の良い点は残 しなが ら、障がい者に

とって、安全 な作業環境や栽培方法、生産性の向上など、椎茸栽培に関す る情報や指導 ・助言

を受けるため福岡県特用林産振興会福 岡県支部 に加入 しま した。

平成27年4月1日 か ら実施 した短期入所事業(シ ョー トステイ)に ついては、くすの木園



の利用者の内、現在34名 と短期入所の契約 を交わし、平成29年 度は14名 の利用者が延9

7泊167日 の短期入所の利用があ りま した。

宗像市か ら指定 を受 けている特定相談支援事業は、障がい者 のある方やその家族の不安や悩

みの相談に応 じ、福祉サー ビスの調整やサー ビス利用計画書の作成 などの支援業務 を2名 の職

員 で実施 しています。 また、平成28年9月 か ら利便性の良い東郷駅 に隣接す る 「Cocokara

ひのさと」を利用 し、毎月1回 「出張相談室」を開設 し、相談 しやすい体制 を整 えま した。平

成29年 度 の 「Cocokaraひ のさと」の相談件数は、一般相談25件 、計画相談8件 な ど年間

で40件 の相談を受 けま した。なお、平成29年 度の特定相談支援事業 の契約総件数 は90件

で計画作成57件 、モニでタリング156件 の実績 がありま した。今後 も障がいを持 った方や

家族の方 々が何 時でも安心 して相談で きるよ う一緒 に考え利用者 の持つカ を最大限に発揮 で

きるよう更なる相談支援体制 の強化を図 ります。また、この特定相談支援事業を通 じて利用者

の確保及び利用者 の流失防止等に繋げてい くため、体制の強化 と併せて事業推進 に努 めていき

ます。

また、送迎ルー トについては、自宅近 くまでの送迎やバス停の細分化、バスの乗車時間の短

縮化な ど、随時見直 しを行い、平成29年 度は重度高齢 の利用者3名 を対象 に自宅前までの送

迎 を始めま した。送迎ルー ト見直 しによ り、利用者 の出席 日数の増加 な どの効果 にも繋が りま

した。

利用者 の在園状況 については、就労継続支援B型 事業の利用者 が9月 に他施設へ入所及び1

月に病気 により今年度2名 の退園があ りま したが、8月 に1名 の新たな利用者 と契約すること

ができま した。その結果、年度当初の利用者 か ら1名 減の56名 の在園者 となっています。

利用者への工賃及び賞与への還元は国や県が示す平均工賃向上計画指数で も昨年 同様 の数

値を残す ことできま した。平成29年 度の平均工賃は、就労継続支援B型 事業で19,458

円、生活介護支援事業は3,828円 で、ともに県内で上位 に位置 し目標工賃(就 労継続支援

B型 事業)を 達成す ることができま した。

平成29年 度改修工事等 はありませんで したが、ドリーム班の作業室及び フロンテ ィア班の

パ ン工房 内のエヤコンが老朽化によ り、冷暖房能力の低下や消費電力も大きいことか ら、消費

電力 の少 ない効率の良いエヤ コンへ取 り換 え、作業環境 の改善や経常経費の削減 を図 りま した。

最後に、平成29年 度 の目標 として挙げていま した①利用者個 々の状態に応 じたサー ビスの

提供、②就労及び地域社会での生活に必要な知識や能力の向上及び施設外実習 の確保、③支援

サー ビスの見直 し及び特定相談支援事業などによる利用者 の確保、④利用者の状態に応 じた仕

事の確保、⑤職員 のスキルア ップのための研修機会の確保 の5つ の 目標では、一定の成果 を収

めることができま した。



1法 人 の運 営

1.評 議員会 に関す る事項について

定款第12条 及び定款施行細則第7条 の規定に基づき、次の とお り評議員会 を開催 しま した。

区 分 開催月 日 場 所
議案

番号
付 議 事 項 等 結 果

第1号 役員等の報酬等に関する規程(案)に ついて 可 決

第1回

評議員会
H29.4.14

魚屋別館

会議室 第2号 平成29年 度事業計画(案)に ついて 可 決

第3号 平成29年 度資金収支予算(案)に ついて 可 決

第4号 役員の選任(案)に ついて 可 決

第5号 定款の一部改正(案)に ついて 可 決

第6号 社会福祉充実計画(案)に ついて 可 決

第2回

評議員会
且29.6.21

くすの木園

会議室 第7号 平成28年 度事業報告(案)に ついて 認 定

第8号 平成28年 度決算報告(案)に ついて 認 定

第9号 平成29年 度第1回 資金収支補正予算(案) 可 決
につ い て

第10号 定款の一部改正(案)に ついて 可 決

第11号 平成29年 度第2回 資金収支補正予算(案) 可 決

第3回

評議員会
且30.3.27

くすの木園

会議室

について

第12号 平成30年 度事業計画(案)に ついて 可 決

第13号 平成30年 度資金収支予算(案)に ついて 可 決

2.理 事会に関す る事項について

定款施行細則第18条 の規定 に基づき、次の とお り理事会を開催 しま した。

区 分 開催月日 場 所
議 案

番 号
付 議 事 項 等 結 果

第1回

理事会
且29.4.14

魚屋別館

会議室 第1号 就業規則の一部改正(案)に ついて
可 決



第2回

理事会
H29.6.5

くすの木園

会議室

第2号

第3号

第4号

第5号

第6号

第7号

第8号

第9号

役員の推薦について

経営及び労務管理の例規見直 し(案)に つ

いて

初任給、昇格、昇給等に関する規則の一部

改正(案)に ついて

定款の一部改正(案)に っいて

平成28年 度事業報告(案)に ついて

平成28年 度決算報告(案)に ついて

社会福祉充実計画(案)に ついて

平成29年 度第1回 資金収支補正予算(案)

について

承 認

可 決

可 決

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

第3回

理事会
H29.6.21

くすの木園

会議室
第10号 理事長の選任について 可 決

第4回

理事会
H29.12.7

くすの木園

会議室

第11号

第12号

第13号

社会福祉充実計画の取下げについて

例規見直 しに伴 う関係例規の整備(案)に
ついて

くす くすホーム運営規程の一部改正(案)

について

承 認

可 決

可 決

第5回

理事会
H30.3.16

くすの木園

会議室

第14号

第15号

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

第21号

第22号

第23号

定款の一部改正(案)に ついて

組織規則の一部改正(案)に ついて

職員給与規程の一部改正(案)に ついて

初任給、昇格、昇給等に関する規則の一部

改正(案)に ついて

育児 ・介護休業等に関する規則の一部改正

(案)に ついて

平成29年 度第2回 資金収支補正予算(案)

について

平成30年 度事業計画(案)に ついて

平成30年 度資金収支予算(案)に ついて

評議員会の招集について

在 り方検討委員会設置要綱の一部改正(案)

について

承 認

可 決

可 決

可 決

可 決

承 認

承 認

承 認

可 決

可 決



第6回

理事会
H30.3.27

くすの木園

会議室

第24号

第25号

パン工房改築工事請負契約の締結について

パン工房ガスオーブン等購入等業務請負契

約の締結について

可 決

可 決

3.監 事監査 に関す る事項 について

社会福祉法45条 の28、 社会福祉法人宗像会定款第34条 及び社会福祉法人宗像会監事

監査規程 の規定に基づき、平成29年 度における法人の業務事業の執行状況及び財産の状況

について、監事 による実地監査を平成30年5月28日(月)く すの木園会議室において受

けま した。その結果 は、事業関係及び収支決算書の書類に関して特段の指摘事項はな く、適

正に処理 されていると認める旨の報告があ りま した。

4.清 涼飲料水等 自動販売機設置運営事業について

平成15年 度か ら宗像市の協力によ り、ふれあいの森総合公園に清涼飲料水 自動販売機3

台及びアイスクリーム 自動販売機1台 を設置、また、平成29年6月 か らくす の木園に清涼

飲料水の自動販売機1台 を設置 しま した。

自動販売機の売 り上げにより、販売手数料(1,083,028円)を 得ています。(昨 年対

比108.8%)こ の収入 は、法人本部 の運営費の貴重な財源 となっています。

ll施 設 運 営

1.施 設 の利用状況 について

(1)利 用者数(定 員50名)現 員56名

平成29年 度は、9月 に女性利用者が他施設利用及び1月 に病気のため2名 の退園があ

りま した。

また、入園者は週4日 の利用で女性1名 の入園があ り、昨年度末か ら1名 減 の56名 と

な りました。

(平成30年3月31日 現在)

性 別 宗像市 福津市 合 計 割 合(%)

男 18 12 30 53.6

女 20 6 26 46.4

計 38 18 56 100.0

割 合(%) 67,932.1100.0

(2)年 齢 別

利 用者 全員 の平 均年 齢 は42.0歳 、男性 では38.5歳 、女 「生は46.0歳 とな って

い ます。 最高 齢者 は68歳 、最 年少者 は21歳 です。



(平成30年3月31日 現在)

年齢別
男 女 合 計

人 % 人 % 人 %

30歳 未満 8 26.7 1 3.8 9 ユ6.1

40歳 未満 6 20.0 8 30.8 14 25.0

50歳 未満 12 40.0 7 26.9 19 33.9

50歳 以上 4 13.3 10 38.5 14 25.0

計 30100,026 100.O 56100.0

(3)在 園期間

当園では、利用者全員 の平均在園期間は17.0年 となっています。

10年 以上の利用者の割合が71.4%と 高 く、また、長期在園期間者が多 くその内、

開設時か らの利用者が3名 となっています。

(平成30年3月31日 現在)

期問別
男 女 合 計

人 % 人 % 人 %

5年 未満 4 13.3 3 11.5 7 12.5

10年 未 満 6 20.0 3 1L5 9 16.1

20年 未満 6 20.0 9 34.7 15 26.8

20年 以上 14 46.7 11 42.3 25 44.6

計30100.0 26 100.056100.0

(4)障 がいの程度区分(療 育手帳)

障がい福祉 サー ビス事業所(多 機能型施設)で すが、重度障がい者及び最重度障がい者 の

割合 が86.5%と 高 く、これ は当園が宗像管内市町村のバ ックア ップによ り設 立された経

緯 もあって障がいの程度 に関係 な く通所 を希望す る宗像管内に居住す る障がい者 を受 け

入れてきたことによるものです。

(平成30年3月31日 現在)

障がい

程度

軽 度(B2) 中 度(B1) 重 度(A2) 最重度(A1) 合 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人員 1 1 2 3 2 5 21 15 36 4 5 9 29 23 52

割合3.9%9,6%69.2%17.3% 100.0%

※A31人 、身体障が いのみ:3人

(5)支 援 区分



宗像市

区分 1 2 3 4 5 6 無 合計

男 0 1 0 8 5 2 2 18

女 0 2 2 7 8 1 0 20

合計 0 3 2 15 13 3 2 38

福津市

1 2 3 4 5 6 無 合計

0 3 2 5 0 0 2 12

0 2 1 3 0 0 0 6

0 5 3 8 0 0 2 18

(6)出 席率

隔週土曜 日の施設開所以外の皆勤者4

利用者全員 の平均の出席率は昨年 よ り2.4ポ イン ト上昇 し88.1%と なっています。

70%未 満 80%未 満 90%未 満 100%未 満 100% 合計

6人 1人 19人 26人 4人 56人

《就労支援B型 事業》

(平成30年3月31日 現在)

(1)利 用者(定 員22名)現 員23名

性 別 宗像市 福津市 合 計 割 合(%)

男 6 7 13 56.5

女 7 3 10 43.5

計 13 10 23 100.0

割 合(%)56.543.5 100.0

(2)年 齢別

年齢別
男 女 合 計

人 % 人 % 人 %

30歳 未満 4 30.7 0 0 4 17.4

40歳 未満 3 23.1 4 40.0 7 30.4

50歳 未満 3 23.1 4 40.0 7 30.4

50歳 以上 3 23.1 2 20.O 5 21.8

合 計 13 100.010100.023100.0

(3)在 園期 間

期問別
男 女 合 計

人 % 人 % 人 %

5年 未満 3 23.1 1 10.0 4 17.4

10年 未 満 3 23.1 1 10.0 4 17.4

20年 未満 3 23.1 5 50.0 8 34.8

20年 以上 4 30.7 3 30.0 7 30.4

計13100.010100.0 23100.0



(4)障 がいの程度(療育手帳)

障害

程度

軽 度(B2) 中 度(B1) 重 度(A2) 最重度(A1) 合 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人員 1 1 2 3 2 5 8 7 15 0 0 0 12 10 22

割合9.1%22.7%68.2% 0.0% 100.0%

※ 身体障がいのみ1人

(5)支 援区分

宗像市 福津市

区分 1 2 3 4 5 無 合計 1 2 3 4 無 合計

男 0 1 0 3 0 2 6 0 3 1 1 2 7

女 0 2 2 2 1 0 7 0 2 0 1 0 3

合計 0 3 2 5 1 2 13 0 5 1 2 2 10

(6)出 席率(平 均 出席率89.8%)

70%未 満 80%未 満 90%未 満 100%未 満 100% 合計

2人 1人 10人 9人 1人 23人

《生活介護支援事業》

(平成30年3月31日 現在)

(1)利 用者(定 員28名)現 員33名

性 別 宗像市 福津市 合 計 割 合(%)

男 12 5 17 51.5

女 13 3 16 48.5

計 25 8 33 100

割 合(%) 75,824,21….・

(2)年 齢別

年齢別
男 女 合 計

人 % 人 % 人 %

30歳 未満 4 23.5 1 6.3 5 15.1

40歳 未満 3 17.7 4 25.0 7 21.2

50歳 未満 9 52.9 3 18.7 12 36.4

50歳 以上 1 5.9 8 50.0 9 27.3

合 計1・7 ….・ ・6….・133….・



(3)在 園期間

期間別
男 女 合 計

人 % 人 % 人 %

5年 未満 1 6.0 2 12.5 3 9.1

10年 未 満 3 17.6 2 12.5 5 15.2

20年 未満 3 17.6 4 25.0 7 21.2

20年 以上 10 58.8 8 50.0 18 54.5

計17100.O 16100,033 100.0

(4)障 がいの程度(療 育手帳)

障害

程度

軽 度(B2) 中 度(B1) 重 度(A2) 最重度(A1) 合 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人員 0 0 0 0 0 0 13 9 22 4 5 9 17 14 31

割合 0.0%0.0%71.0% 29.0% 100.0%

※A3:1人 、身体障害手帳:1人

(5)支 援区分

宗像市 福津市

区分 1 2 3 4 5 6 合計 1 2 3 4 5 6 合計

男 0 0 0 5 5 2 12 0 0 1 4 0 0 5

女 0 0 0 5 7 1 13 0 0 1 2 0 0 3

合計 0 0 0 10 12 3 25 0 0 2 6 0 0 8

(6)出 席率(平 均 出席率86.8%)

70%未 満 80%未 満 90%未 満 100%未 満 100% 合計

4人 0人 9人 17人 3人 33人

2.特 定相談支援事業にっいて(宗 像市委託事業)

特定相談支援事業は、障がい者一人ひ とりに 「サー ビス等利用計画書」を作成す るこ

とにより、事業所内の活動のみな らず、生活全般 にわたる幸せ を享受かっ感 じることが

できる目標 を設定 し、福祉サー ビスの利用が多様 に活用できるよ うに配慮 された事業で

す。障害者総合支援法 に則 り、利用者 の意思及び人格を尊重 し、利用者 の立場に立った

適切かつ 円滑な 「サー ビス等利用計画書」を全障がい者(知 的 ・精神 ・身体等)対 象に作

成 しています。



平成29年 度の実績は、次の とお りです。

① 契約件数(総 数)

平成29年 度 平成28年 度 平成27年 度 平成26年 度

くすの木園利用者 43件 42件 43件 36件

他事業所利用者 47件 47件 40件 32件

② 実施件数

平成29年 度 平成28年 度 平成27年 度 平成26年 度

計画作成 57件 69件 53件 62件

モ ニ タ リング 156件 133件 146件 107件

※委託報酬 ・・計画書作成1,606点/件(特 別地域加算15/100)

モニタ リング1,306点/件

※モニタ リングの実施回数(基 本)

新規…当初3回 毎月

以後 通所 ・グループホームな ど 半年 ごと

入所施設利用者1年 ごと

3.障 害者等 日中一時支援事業 にっいて(宗 像市 ・福津市委託事業)

市町村事業である障害者等 日中一時支援事業の実施 にあたっては、宗像市及び福津市 と単

年度毎に委託契約 を締結 して、障がい児(者)を 受 け入れ ています。

平成29年 度は4名 の定員に対 し利用はありませんで した。

4.職 員研修等について

施設職員 としての倫理観 を持 ち、利用者本位 のサー ビス提供を基本 とす る姿勢や専門性な

ど、その資質の向上 を図るため、内部 での勉強会を実施す るとともに専門研修や健康管理研

修、就労支援研修及び研修 ・会議等 に積極的に参加 し、その参加者が講師 とな り職員の勉強

会等 も開きま した。

なお、外部 の会議 ・研修 の参加状況は、次の とお りです。

・4施 設支援員会議(1名)6月19日

・4施 設サー ビス管理責任者研修(1名)9月20日

・4施 設事務職員(1名)11月17日

・援助実習指導者研修(1名)11月28日 、29日

・サー ビス管理責任者認 定研修(1名)12月14日 、15日

・相談支援員更新研修(2名)12月1日 、19日 、20日

・4施 設看護師研修(1名)1月19日

(施設 内研 修)

・ス トレス につ いて(保 護 者 、関係 施設 職員 、 地域及 び職 員)8月26日

・防犯対 策 につ いて(職 員)11 ,月22日



・福 祉 につ い て(職 員)2月14日

5.危 機管理意識 の徹底 について

① 防災 ・地震対策

防火対策 については、年3回 宗像消防本部 の指導の下に避難 ・消火訓練 を実施 しま した。

訓練 の内容は、火災発生を2回 と地震発生後に火災発生を1回 行いま した。6月 の訓練は、

ボランテ ィアの 日に行いボ ランティアの皆 さんも訓練に参加 し実施 しました。

また、2月 の訓練は、宗像消防本部職員の派遣を要請 して、訓練 の指導 を受 けるともに、

ダ ミー人形 による担架救出訓練 と水消化器 による消火訓練 を実施 しま した。

なお、くす くすホームにおいても年2回 の避難訓練 を行い、利用者、世話人及び職員 が参

加 して、避難誘導や通報等の確認 を行いま した。

② 防犯対策

防犯対策については、今年度職員 を対象 に 「施設 にお ける防犯対策」をテーマに宗像警察

署の生活安全課 に依頼 し実施 しま した。

また、JA共 済連福岡県本部か ら防犯カメラの寄贈を受け、平成30年2月 に防犯カメラ

の設置及び防犯カメラ作動中のステ ッカー表示 により、犯罪抑止のための対策を図 りま した。

③ 交通安全教室 ・車両整備等

利用者 の交通安全に対する意識の向上のため、宗像警察署 と宗像交通安全協会の協力によ

る交通安全教室 を10月6日 に実施 しま した。

車両整備等 については、事業所 における全車両において、毎回の始業点検、毎月1回 の整

備点検 と第1金 曜 日の洗車を実施 しま した。

また、運転を行 う職員 に対 しては、日頃か ら余裕のある運転 を心がけるよ うに促 し、安全

運転 の徹底を図 りま した。

④ 健康 ・作業環境等の安全対策

歯科検診:平 成29年9月26日(水)宗 像歯科医師会

健康診断:平 成29年10月13日(金)パ ブ リックヘルス リサーチセンター

嘱託 医検診:平 成30年3.月8日(木)島 村内科消化器科ク リニック

生活介護健診:平 成29年6月8日(木)、9月14日(木)、12月14日(木)

島村内科消化器科 クリニ ック

地下水の水質検査:毎 月1回

給食調理業務 ・パン授産業務従事者細菌検査:毎 月1回

パ ン工房 の消毒点検:毎 月1回

パ ン工房 の防虫駆除:毎 月1回

施設 内清掃 ・除草作業:随 時

消防用設備点検:年2回

6.く すの木園在 り方検討委員会

平成27年8月 に設置 した 「くすの木園在 り方検討委員会」も2年 を終 え、平成29年 度も

毎週1回 の割合で、年間35回 の会議 を行いま した。協議 内容 は、今年度の計画で8つ の項 目



を掲げ、その項 目を中心に行 いま した。

送迎ルー トについては、平成28年 度か ら実施 しているバス停 の細分化 をより細か く行い、

ルー トの見直 しも随時実施 しま した。 このことにより出席率の向上にも繋が りま した。

職員 の資質の向上 の観点か ら、今年度 も勉強会を年3回 実施 しま した。第1回 目の8月26

日(土)の 勉強会は、保護者参加型 として、外部か ら講師を招 き 「ス トレスについて」をテー

マに開催 しま した。保護者や他事業所 の関係者等70名 の参加 があ り、参加者 からは大変分か

りやすい講演で、「笑いあ り」「楽 しく学ぶ ことができた」な ど、大変満足 していただきま した。

2回 目は、11月22日(水)は 職員 を対象による勉強会で、宗像警察署の生活安全課職員

か ら 「施設 における防犯対策」をテーマに開催 しま した。

3回 目は、平成30年2月14日(水)に くす の木園支援課長 によ り 「福祉 について」をテ

ーマに38年 間の障がい福祉サー ビスの支援員人生について講義を受け、支援員 としての在 り

方 を考 える機会 にな りま した。

リニューアル したホームページを活用 し、くすの木園の餅つ き大会、遠足、買い物実習な ど

新鮮 な情報 を発信す ることができま した。また、 トレー ドマークについても、商品の袋 に貼 り

付 けるな ど、地域に浸透する取 り組みをは じめま した。

今年度も 「くすの木園まこころギャラ リー」を開催 し、今年は用 山区に商品交換券(500

円相 当の授産品)を 配布 し、地域の方々にも来場いただきま した。

今年か ら、7月1日(土)及 び2月17日(土)の 年2回 を開園 日とし、7月 の開園 日は、

午前中は工作活動、午後は職員 による 「七夕劇」 を鑑賞 してもらいま した。2月 の開園 日は、

航空 自衛 隊芦屋基地の 「航空祭」の招待を受け、全員で航空シ ョーの見学に出かけま した。い

ずれ も多 くの利用者の参加 があ り、次年度以降も色々な催 しに加 え、他事業所職員等 と意見交

換の場 を設けるな どによ り、施設の活性化 を図っていきます。

皿 利 用者 へ の支 援

1.自 立支援 について

利用者が愛に包まれ、真 に幸せ を感 じる園づ くりと利用者の 自立の場 として、① 生活 自立

の場、② 福祉的就労の場、③ 一般企業等への就労促進の場、④ 安定的な仕事 の場 、⑤ 工

賃の支払いの確保の場 としての支援を 目標 としま した。

この支援 目標 について、整理 ・検証 し、事業内容 を分析 し、更に個々の利用者 にあった支

援計画 を策定するため、担当支援員、利用者、保護者 間で十分話 し合いを し、利用者に とっ

て処遇 の向上 と質 の高いサー ビスが提供できるよ うに次の ようなスケジュールの もとに個別

支援計画を策定 し、利用者 の支援 を行いま した。

〈2事 業個別支援計画の流れ>

4月:2事 業支援計画説明(同 意書受領)

*3者 面談の実施

10月:2事 業個別支援計画モニタ リング(中 間報告 ・同意書受領)

*3者 面談の実施

1月:次 年度個別支援計画立案アセスメン ト実施



3月:支 援会議実施(く すの木園2事 業 ・くす くすホーム)

平成29年 度各事業の個別支援計画の達成率は次のとお りです。

① 就労継続支援B型 事業(23名)

ハー トワー ク班:13名100.0%

フロンティア班:9名91.1%

※1名 ドリーム班で軽作業に従事

② 生活介護事業(33名)

ドリーム班:33名88.6%

各班の 目標 に対 して、利用者本人の努力やアセスメン トの内容 を忠実に読み取 り、利用者本

人の夢や希望を叶える目標設置を中心にした ことが、ハー トワー ク班の達成率100%に つな

が りま した。

一方で達成率が70%未 満 となった利用者 が全体で6名 いたこ とについては
、本人、保護者

及び支援員の3者 でモニタ リングを実施 し、次年度 も取 り組みが必要な支援 については、継続

して実施 していきます。

2.支 援事業について

(1)1就 労継続支援B型 事業1(フ ロンティア班)

【健康に留意 し、ま じめに安心安全なパ ン作 りを行 う。】をテーマに掲げ支援 にあた りま

した。支援事業の結果 は次 のとお りです。

① ミーティングの時間や作業の空き時間を利用 して、簡単な体操や ウォーキングに取 り

組みました。平成29年 度 は、背筋を伸ばす ことや姿勢 を正す ことに重点を置いて取 り

組みました。また、班の皆 さんで体操の号令 を一緒にす るよ うにな り、声 も大きくなっ

てきました。

② 平成29年 度は2回 園外余暇活動 を実施 しま した。第1回 目は、平成29年12月8

日にJRを 利用 して博多駅 に行 きま した。公共交通機 関の利用や ランチバイキングを楽

しみ、社会性やマナーを学びま した。第2回 目は、平成30年2月16日 にC棟 で調理

実習 を実施 し、利用者の希望メニュー(手 巻 き寿司、た こ焼き)を 作 りました。

③ 月に2～3回 、当番 を決 めケアポー ト玄海 と宗像地区事務組合への販売 と月に1回 宗

像市内の小学校学童のおやつの配達 に行 きま した。販売先や配達先で 自ら進んで挨拶を

した り、お客様か ら 「おい しいパンをあ りが とう」 と声 を掛 けていただいた りすること

が働 く意欲に繋がっています。

④ 前年度に引き続 き、入室の際の服装チェック、手洗いの励行、布 巾な どの定期的な交

換を行い衛生管理 に努 めて安心 して販売できるパ ン作 りを行いました。また、袋詰 めの

際の入念なチェックにより、平成29年 度異物混入はあ りませ んで したが、配達の際に

は確実に箱にふたを閉めること等を行 い、箱への小 さな虫の侵入 を防 ぐ取 り組みを行い

ま した。

⑤ 平成29年 度の園外実習は、実習の希望がなかったため、実施 していません。また就

職 の希望がなかったため、就職 に向けての取 り組みは行っていません。



⑥ ホンダオー トテラス新宮、北九州古賀病院、特養むなかたに就職 した4名 に対 して定

着支援 を行いま した。サー ビス管理責任者 による定期的な職場訪 問で、4人 の様子を見

てきま した。その際、園の行事に誘い2名 は餅つきや運動会 に参加 しました。他2名 は

勤務の関係等で行事への参加 はできませんで したが、近況報告 に直接来園 され交流 しま

した。また、電話で個別 に相談等 を受 けま した。

(2)1就 労継続支援B型 事菊(ハ ー トワーク班)

【安全に心がけ、個々の個性 を伸 ばしなが ら安心できる生産活動 を行 う。さらに 日々の体調

管理 に努 める。】のテーマに沿って、支援 を行いま した。個 々の能力や個性、体力や年齢に

合 わせ た作業内容で取 り組み、安全な環境整備 に配慮 し、生産活動 を行いま した。

① 体調不良や時期 によるア レルギー等で外作業に従事す ることが難 しい利用者 に対 して、

ドリーム班 と連携 し、室内作業(セ ラシー ト ・箸入れ ・紙工等)で 対応 しま した。また、

利用者の年齢や 日々の体調 に合せて個別 に作業量の調節や静養の促 しを行いま した。

②1月 か ら人員 を調節 しなが ら、不定期で室内作業部門を試験的に開設 しました。将来

室内作業を希望する利用者を中心に内職委託作業や乾燥野菜作業 に取 り組みま した。

③ 毎 日の通園時の検温、風邪予防のため、 うがい薬 による うがいに取 り組みま した。ま

た帰園時に身体チェックを行い、利用者の怪我の有無 を確認、その他困ったこ とがない

か等の聞き取 りを継続 して行いま した。

④ 毎朝の ミーテ ィングで挨拶、大きな声 を出す訓練 を行いま した。合わせて今 日1日 の

作業の流れ を支援員か ら説明することで最後まで話 を聞 く訓練を行いま した。

⑤ 作業の空 き時間にラジオ体操、わかめ体操を行い、健康維持に努めま した。

⑥ 園外 での買い物実習を年に4回 実施 しま した。実際のお金 を使 い、 自分で物 を選び、

会計す る訓練 を行いま した。また作業の空き時間に各利用者 の能力 に合わせて小銭、お

札の模造品を用いてお金の学習時間を設けま した。

⑦ 買い物実習 の内1回 は調理実習 も合わせて行いま した。スーパー に行 きメモ を基 に自

分たちで材料の調達を しま した。 また 自主製品作業棟B及 びCを 使い、包丁の使 い方、

盛 り付 け方、卵の割 り方等の訓練 を行いま した。

⑧ 販売会 に1回 、定期的な園外作業 を通 して地域 の方 との挨拶、 コミュニケー シ ョン訓

練 を行いま した。

⑨ 希望利用者を対象 に園外(特 養むなかた、エコパーク)、 園内(フ ロンテ ィア班)で 職

場実習 を行いま した。実習 日誌を作成 し、毎 日目標 を持 って取 り組んで もらいました。

⑩ 引き続き乾燥椎茸 を学校給食、保育園の給食 に毎月納品 しま した。

⑪ 毎 日、作業終了後に 自主製 品作業棟 、ワゴン車をグループに分かれ、掃除を行いま し

た。写真等を用いた 「掃除の手順書」活用 しなが ら掃 除機や道具の使い方、掃除方法の

の訓練 を行いま した。

⑫ 椎茸 の加 工費や小物の 自主製品 として リリアンを活用 したブローチの園内販売、乾燥

椎茸を粉末 にし 「粉末椎茸」、 「椎茸茶」の模 索を行いま した。

⑬ 利用者の希望 に合わせて計算や物を書 く訓練等を宿題形式 で取 り組 みま した。



作業報告

① 「椎茸作業」

原木運び を基本 とし、発生操作(水 槽 に原木 を入れ る、水槽 より原木 を上げる、展

開作業、井桁積み)、 椎茸採取、植菌作業 を行 いま した。利用者の作業意欲や適性能

力に合わせて役割 を割振 りして取 り組 みま した。ヘルメッ ト及び安全靴 を着用 し、安

全に作業ができるよ うに注意喚起を行いま した。その結果大きな怪我、事故等はあ り

ませんで した。

② 「アル ミ缶」

アル ミ缶潰 し及びアル ミ缶回収作業を行いま した。平成29年 度のアル ミ缶販売単価

は平均85円/kgで7,144kg出 荷 し、単価についてはキロあた り6円 値上が りしま し

た。合わせて鉄 も3円/kgで 出荷 しま した。また、アル ミ缶回収 に協力いただいている

各地区の自治会等にお礼 として自主製品の ミニ門松 を配布 しま した。

③ 「セラシー ト」

外作業が難 しい利用者、室内作業を希望す る利用者を中心に毎 日目標枚数を決めて取

り組 みました。注文の多い時期は集中的に少人数で取 り組みま した。

④ 「公 園清掃」

ふれ あいの森 の公園を1、2週 間に1回 程度 のゴミ拾いを しま した。1月 か ら改修工

事で入れ なかったため、4月 か ら12.月 までの間で実施 しま した。

⑤ 「除草作業」

エコパー ク(夏)、 ユ リックス(春 ・秋 の2回)、 東郷村空地(春)、 個人宅1件 の除

草作業を行いま した。スポー ツ ドリンクを園で準備 し、利用者 の体調 に配慮 しなが ら作

業 を行いま した。 また歩行型草刈機 を導入 しエ コパークで活用 しま した。

⑥ 「ミニ門松製作」

怪我のないよ う注意喚起 しながら作業を行 いま した。約350個 の門松 と簡易セ ッ ト

(筒竹、3本 組 の細竹、福 さ、旗)を 注文や直売店で販売 しま した。ほぼ完売 しま した。

⑦ 「乾燥野菜作 り(人 参 ・ごぼ う等の ささがき)」

入室時にエプロン等 を着用 し、 「炊 き込み ご飯の具」で使用す る人参、 ごぼ うのささ

がき作業 を行いま した。

⑧ 「無人店舗(レ イク)清 掃」

月、水、金の週3回 を基本 に10～20分 程度で作業を行 いま した。合わせて5月 及

び1月 に定期清掃業務、6.月 、10月 及び3月 に巡回点検業務 を行いま した。なお、3

月31日 をもって レイ ク清掃委託業務を終了 しま した。

⑨ 「リサイクル」

作業希望者 と交代要員(利 用者7名 支援員1名)の 計8名 で契約 した処理業務 を確実

に選別 し結果 を残す ことができました。事故防止 と異物の見落 としがない ように注意 し、

支援 しま した。

⑩ 「その他」

海苔の養殖で使用す る内職業務を短期的に受注 しま した。約1ヶ 月間、室内作業部 門

を中心に作業 に取 り組みま した。



(3)1生 活介護支援事業(ド リーム班)

【個々を生か した愛にあふれ るスマイル支援 】のテーマ に沿 って、支援 にあた りま した。

「目標」 として①から⑧まで掲げて 日々 目標 に沿って支援 を続 けてきま した。

「活動内容」 としては、① か ら④まで掲 げてお り、その結果は以下の とお りです。

① リハ ビリ訓練 においては、作業療法士によるリハ ビリ訓練 を週1回 から2回 に増や し、

従来の身体 を動かす訓練 とレク レーシ ョン、も う一 日は文字 と数の認識等の 「学習」を

取 り入れま した。

「学習」の取 り組みにおいては、身体 を動かす3っ のグループ とは違 ったよ り少人数

によるグループ分けで、利用者一人一人の能力や適性に合った学習ができま した。

次年度か らは、週2回 の曜 日を従来の火曜 日と金曜 日か ら行事等の少ない火曜 日と木

曜 日に変更 し、毎週2回 必ず実施できるように していきます。

② 創作活動 においては、月1回 の全体工作を12回 実施 に加 え、毎週、「工作」、「音楽」、

「絵画」及び 「体操」の活動 を 「栗」、「柿」及び 「梅」の3グ ループに分かれて毎月計

12回 実施 しま した。

毎月 の活動予定表 を作業室に掲示 して、利用者の皆 さん も毎 日の予定を楽 しみに して

いました。4種 類の創作活動 を毎週行 うことで、生産活動 とは違 った利用者の一面を見

ることができま した。

③ 生産活動 においては、昨年 に続 き、紙工(2ヵ 所)、 箸入れ(2ヵ 所)、 セラシー ト、

EMぼ か し、歯科治療用ガーゼ折 り、ペーパーナプキン折 り、玄米にぎにぎ棒製作、テ

クラボの内職作業等 を行いま した。

今年度 は創作活動や機能訓練にカを入れたため、紙工業者 を1業 者減 らし2業 者か ら

の委託作業 を行いま した。年度後半には、2業 者か らの仕事量も増 え、利用者 も創作活

動等 との両立にもなれ、納期 に遅れることな く充実 した活動ができま した。

紙工の作業だけではなく、セラシー ト作業やガーゼ折 り等 も充実 してお り、多 くの利

用者 が作業に関わることができま した。

④ 余暇活動 については、前年度に続いてDVD鑑 賞、コー ヒータイム、コスモス観賞及

び 「だんだんアー ト」の見学(福 岡県立美術館)を 行いま した。皆 さん楽 しく参加す る

ことができま した。

※ 平成29年 度は、個別支援計画の達成率が100%の 利用者が33人 中25人 お り、

全体の平均達成率は92.6%で した。

平成30年 度 も生産活動 を続 けなが ら、 リハ ビ リ訓練や創作活動(工 作、絵画、音楽、

体操)及 び余暇活動を継続 して行い、皆 さんが楽 しく充実 した園生活を送れ るように取 り

組 んでいきます。

3.生 活支援の充実について

利用者、保護者(家 族)及 び職員のお互いの理解 と信頼による施設運営が図れ るよ うに運

動会や社会参加促進のため、社会見学旅行等 の行事 を通 して相互理解や親睦 に努 めま した。

また、教養及び情操 を高め、通所生活に意義 と変化 をもた らすために、7種 目に分かれた

クラブ活動や ヨーガを実施 しま した。



年 月 日 主 な 行 事(年 間 行 事)

29・4 21 春 の遠足(海 の中道海浜公園)

6 9 4施 設親 善スポーツ大会(宗 像ユ リックス)

9 22 日帰 り旅行(う きはフルーツ村、福岡県青少年科学館)

10 6 宗像署 による交通安全教室(く すの木園)

11 11 運動会(中 央中学校 ・体育館)

12 23 餅つき(く すの木園)

30・1 27 新春の集 い(ぶ ど うの樹 ふ くつ海岸通 り)

年 月 日 主 な 行 事(月 間 行 事)

金曜 日 午 後:ヨ ーガ(3回)

第4金 曜 日

午 後:年 間行事 が ない月 の金 曜 日、 ク ラブ活動7種 目(10回)

【クラブ活 動 】 ドライ ブ、水 泳 、カ ラオ ケ、 ウォ ー キン グ、太鼓

調 理 、 ス トレッチ ・ダ ンス ・体 操

4.給 食サー ビスの提供 について

調理等の給食業務 については、平成18年6月1日 か ら給食専門業者 に業務委託 しています。

平成29年 度は、3年 間の委託契約期間の2年 目にあた り給食調理の仕様書を基に業者 と覚書

を交わ し、利用者の皆様 に喜んでもらえる献立の工夫 とともに健康面に配慮 し、適正な量での

提供に努めま した。

また、職員及び業者 を構成員 とす る 「くすの木園給食運営委員会」を設置 し、献立に関す る

事項及び運営上の諸問題 にっいて協議 ・検討 しました。

給食用の食器 については、20数 年前 に購入 し使用 していま したが、陶器 のため重 く、誤 っ

て落 とした際に割れて危険であ り、破損等 により不揃いになっていたことか ら、軽量で落 とし

ても割れに くく、耐熱性で保温にも優れてい る食器へ交換 しま した。

○ 利用者が大変楽 しみにしている献立について

・季節 に応 じたフェア(春 ・夏 ・秋 ・冬)

・行事食(七 夕 ・十五夜 ・ハロウィン ・ク リスマス ・冬至 ・年越 しそば ・鏡 開き ・節分 ・

バ レンタイン ・ひな祭 り)

・一汁二菜、か らだ想いの献立(4回)、 郷土料理、元気アップ献立(6回)、 その他 カ

レー ・サ ラダ等様々なフェア献立により、おい しさを追求す るだけでな く、食 に対す

る興味を引き出す とともに栄養管理 も徹底 させ ることで給食サー ビスの向上に努 め

ました。

食品衛生管理対策 として、基本に忠実に手洗いの徹底(2度 洗い)、 食材の搬入や管理 に



取 り組 み、従来のアルコール消毒 に加 え、ノロウィルス対策の消毒 を実施 し、予防対策にも

取 り組みま した。

また、咀噛力の弱 くなってきている利用者 には、個人に応 じて刻み食 の準備や スプー ンの

利用等美味 しく気持 ちよく食べ ることが出来 るように努めま した。

○ 平成29年 度の取 り組み状況は、次の とお りです。

(1)給 食運営委員会

(2)食 品衛生管理対策

(3)お 食事 ア ンケー ト

(4)食 器 購 入 、交換

平成29年4月28日 開催

ウオ クニ(株)従 業員家庭へのノロウィルス対策

平成29年4月15日 実施

平成29年5月 実施

平成29年11月

IV地 域 交流 の促 進

地域 に開かれ た施設 として、また地域福祉 に貢献す る施設 としての役割を果たすため、地

域の方 々、ボランテ ィアの方の協力を得なが ら生産活動や行事な どを通 して地域 との交流 を

図 りま した。

平成28年8月 か ら毎 月第4月 曜 日に実施 してい る 「ボランティア さんの 日」を今年度 も

実施 し、9月 と12月 を除き10回 行いま した。 また、「ボランティアさんの 日」以外でも、

毎月のクラブ活動、遠足、 日帰 り旅行、運動会、もちつ き大会等 の園の行事、その他作業の

手伝 い等多 くのボランティアの皆 さんに参加いただき、利用者 とのふれ あいや手伝い等 ご協

力をいただきました。

今後 も多方面か らボランテ ィアの受け入れ を積極的に呼びかけていきます。

平成29年 度 のボランテ ィアの延べ人数

・ボ ラ ンテ ィア さんの 日

・ク ラブ活動

・遠 足

・日帰 り旅行

・運 動 会

・もちつ き大会

・4施 設 スポー ツ大会

・要請作 業

平 成29年 度 実習 状況

※ 機 関 ・団体:5

0

@

@

④

⑤

10回

10回

99人

16人

11人

9人

10人

11人

16人

9人 合計 延181人

実人数:14名 延べ 日数:25日

トヨタ自動車九州(新 人研修)5月10日(9名)

古賀特別支援学校高等部6H5～16日(2名)

宗像市社会福祉協議会依頼

社会福祉現場実習(福 岡教育大学)9月28日(1名)

宗像市立中央 中学校(ワ クワクWORK)9月11日 ～15日(2名)

古賀特別支援学校高等部9H19日 ～29日(1名)



V緊 急 家庭 支援 シス テ ム

くすの木園独 自で実施 している緊急の利用者あずか り利用状況は、次のとお りです。

① 利用者数 人数1名

② 利用 日数1日

③ 述べ利用時間1時 間

※ 今年度はグループホームの短期入所利用へ移行 しています。

Wグ ル ー プ ホ ー ムの 運 営

1.ホ ームの利用状況について

(1)利 用者数 定員 グループホーム9人 (平成30年3月31日 現在)

性 別 宗像市 福津市 合 計 割合(%)

男 2 5 7 77.8

女 2
一 2 22.2

計 4 5 9 100.0

割合(%) 44,455.6 100.0一

(2)支 援 区分 (平成30年3月31日 現 在)

支 援

区 分

5 4 3 2 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人員 0 0 0 4 2 6 2 0 2 1 0 1 7 2 9

割合(%) 66.7 22.2 11.1 100.0

(3)短 期入所利用状況(定 員1名)

利用者14名 が延97泊167日 利用

支 援

区 分

6 5 4 3 2 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人員 2 0 2 1 2 3 2 5 7 0 1 1 0 1 1 5 9 14

延利用数 3泊6日 36泊50日 26泊49日 4泊6日 28泊56日 97泊167日

2.利 用者 の支援 について

運営規程等 を遵守 し、共同生活 を営む住居で適切な 日常生活の援助 を行 うことができるよ

う世話人及び職員が連携 し利用者の支援 に努 めてきま した。

利用者が安心 し、よ りよい環境 の中で満足 した生活ができるように保護者及び職員で構成

す る 「くす くすホーム運営委員会」での協議や個人生活 の場 も考慮 した個 々の支援計画に沿

って支援 に努 めてきま した。

(1)運 営会議

平成29年5月8日(月)第1回 開催



(2)余 暇活動 の支援

平成29年4月16日(日)母 の 日塗 り絵

平成29年5月21日(日)父 の 日塗 り絵

平成29年6月18日(日)あ じさい貼 り絵

平成29年7月15日(土)バ ー ベ キ ュー り大 会

平成29年7月16日(日)お や つ作 り(豆 乳 ゼ リー黒 蜜 か け)

平成29年7月17日(海 の 日)あ じさい の貼 り絵仕 上 げ

平成29年8月20日(日)ひ まわ り ・ぶ ど うの塗 り絵

平成29年9月16日(土)特 養 む なかた初 秋 の 夕べ観 覧

平成29年9月17日(日)お や つ作 り(か るか ん饅 頭)

平成29年9月18日(敬 老 の 日)い ろい ろ塗 り絵

平成29年10月22日(日)案 山子 ・コスモ ス の塗 り絵

平成29年11月19日(日)お や つ 作 り(ゼ リー ・プ リン)

ドラえ もん塗 り絵

平成29年11月23日(勤 労感謝 の 日)国 民宿 舎 「ひ び き」 で外食

ク リスマ ス飾 り

平成29年12月17日(日)お や つ 作 り(ピ ザ)

平成29年12月24日(日)ク リスマ ス会

平成30年1月21日(日)招 き猫 ・うぐいす の塗 り絵

平成30年2.月18日(日)バ レン タイ ン ・水仙 の塗 り絵

平成30年3月18日(日)さ くら ・ドラ ミちゃん の塗 り絵

平成30年3H21日(春 分 の 日)長 崎 ちゃ んぽ ん 「リンガー ハ ッ ト」 で外食

(3)防 災 関係

平成29年6月8日(木)宗 像 消 防本部 立入 検査

平成29年7月3日(月)消 防機 器 点検

避難 訓練

平成29年11月13日(月)避 難 訓練

(4)く す くす ホー ム賃貸 借 契約

(平成22年4月1日 ～ 平成32年12月31日10年 間)

(5)職 員 の配 置 世話 人3名 ・夜 間支 援従 事者1名 ・保 健 師1名 ・看 護 師1名

世話 人1名 は生活 支 援員 と兼務

W保 護 者 との連 携

くす の木園保護者会

1.目 的:園 に対する円滑な運営に資す るための助言 ・援助

2.事 業:総 会、研修会

運動会(家 族参加)、 餅つき(家 族参加)、 新春の集い(家 族参加)



皿1平 成29年 度 リハ ビリ活動報告書」

(1)学 習 …… 月1回 の数 と文字の訓練

・個人の能力に応 じた小 グループに分 け、訓練室で実施 しま した。

・今年度、 リハ ビリを金曜 日に設定 したため、園の行事 と重なったので、曜 日の変更 を

しま した。平成30年 度は、木曜 日に実施 して、利用者に木曜 日は学習を行 う日とい

う意識付 けを します。

・個人 の能力の把握が以前 よりもでき、個人の能力に応 じた訓練を行いました。欠席者

や参加 を拒否す る利用者 もな く、楽 しんで参加 され ま した。

・遊び感覚で行っています。

(2)ス トレッチポール …… 月1回 実施

・個人の能力 に応 じた小グループに分け、訓練室で実施 しま した。

・当初は指示がなかなか通 じず訓練 に時間がかか りま した。ポール と床運動 と体操や起

立訓練等 を取 り入れ、グループ変更を行いました。

・利用者は喜んで参加 しています。

・バ ックの音楽 も取 り入れ、全員 リラックス して訓練ができています。

(3)月 日の認識や ジャンケンの訓練

・当番 の認識を持つために実施 しま した。

・月 日の認識は行 えたが、 ジャンケンの訓練ができませんで した。

・平成30年 度 は、ジャンケ ンの勝敗が理解できるよ うな訓練 を取 り入れていきます。

・当番は、皆 さんの前で体操 を行い、月 日カー ドも自分で片づけることを教え、意識付

けす ることができました。

(4)体 力測定

・年2回 実施 しました

・バ ランス訓練 の成果によ り、開眼閉脚立位 のタイムが30秒 以上の利用者 が増 えてき

ま した。

・歩行姿勢 も良 くなってきま した。

・線を書かない と動 くことがで きなかった利用者が、スムーズに歩行できるよ うにな り

ま した。

(5)全 員参加の風船バ レー大会やパ ター ゴル フ大会

・大会 らしくな り、時間もかか らな くな りました。

・他 の利用者が行っている競技を応援 した りしていま した
。

(6)保 護者参加 の卓球バ レー大会やお楽 しみ会

・保護者、利用者及びスタッフのコミュニケーションを図る目的で実施 しま した。

・多 くの保護者 の参加 で盛 り上が りま した。

・お楽 しみ会では、初めての親子 レクを取 り入れま した。

日頃 リハ ビリ訓練 として行 っている訓練 を親子で行いま した。

声援や拍手な どで大いに盛 り上が りま した。


